


部材・部品の寸法を標準化することで、仮に部品が壊れても、同じ寸法で規定された部品があればそれを代替品として交換するこ
とが可能となり、大掛かりなメンテナンスや壊れたまま不便な生活するといった課題が解決されます。
大手住宅メーカー、建材メーカー、住設メーカーで構成されている「長期使用住宅部材標準化推進協議会」 では、メンテナンス部
品を長期的に交換していくために、 その寸法規定を部品ごとに行い「CjK 部材」として標準化を推進 しています。

■CjK マークとは
長期使用対応部材（CjK 部材）とは、長期にわたってメンテナンスを容易にする為に互換性を持たせた部品・部材です。

取り付け部分のビスピッチを定規
で測ります。上と下のネジ穴の中
心部からの距離を正確に測りま
しょう。

鍵自体が取り付け部分に対して何
㎝離れているか（高さ、立ち上が
り）を測ります。

金具が固定されている軸部分か
ら、金具の奥行きに当たる距離（引
き寄せ寸法）を測ります。

●ビスピッチを測る ●高さ・立ち上がりを測る ●引き寄せ寸法を測る

クレセントは、サッシへの取り付け位置により「左用」と「右用」がありますので、ご注意ください。

・交換する部品はそれぞれ製造メーカーにて部品ごとに保有期間が定められており、一定期間を過ぎた場
合、古いクレセント錠と同じもの取り寄せできない場合があります。

・ホームセンターなどで代替品を探す場合には、事前に部品の計測をしておくことをおすすめします。
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